
　

地
球
温
暖
化
を
肌
で
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
。
し
か
し
そ
の
主
な
原
因
と
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
ど
の
よ
う
に
削
減
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
そ
の
作
戦
を
立
て
る
た
め
に

は
ま
ず
、
地
球
上
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
と
分
布
状
況
を
、
正
確
に
測
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
上
で
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
観
測
は

世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ル
ー
プ
は
航
空
事
業
の
特
性
を
活
か
し
、

観
測
の
難
し
い
地
球
上
空
で
の
測
定
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
４
年
に
は
、
東
北
大
学
と
共
に

飛
行
中
に
手
動
ポ
ン
プ
で
上
空
の
空
気
を

採
取
す
る
活
動
を
開
始
。
国
際
線
の
定
期

旅
客
便
に
よ
る
上
空
で
の
大
気
観
測
は
、

世
界
で
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

　

そ
の
後
１
９
９
３
年
か
ら
は
、
気
象
庁

気
象
研
究
所
と
共
同
で
、
航
空
機
に
自
動

観
測
装
置
を
搭
載
。
継
続
的
な
大
気
観
測

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
の
呼

び
か
け
で
、
国
立
環
境
研
究
所
や
気
象
研

究
所
、
観
測
装
置
を
製
作
す
る
ジ
ャ
ム
コ

と
共
に
、CO

N
T

RA
IL

（
＊
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
。
世
界
初
の
、
民
間
航
空
機
に

よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
定
期
観
測
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
以
降
16
年
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
高
度
・
緯
度
・
経
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
観
測
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

観
測
装
置
は
皆
さ
ま
の
座
席
の
下
、
貨

物
室
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
種

類
の
観
測
装
置
の
う
ち
、「
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
連

続
測
定
装
置
」
は
、
飛
行
中
に
自
動
で
Ｃ

Ｏ
２

濃
度
を
測
定
し
、
記
録
す
る
装
置
。

約
２
カ
月
に
１
度
装
置
を
入
れ
替
え
、
記

録
を
回
収
し
ま
す
。

「
自
動
大
気
採
取
装
置
」
は
、
上
空
の
空

気
そ
の
も
の
を
採
取
す
る
カ
プ
セ
ル
の
よ

う
な
も
の
。
こ
ち
ら
は
装
置
搭
載
便
を
運

航
す
る
度
に
取
り
下
ろ
し
、
筑
波
の
研
究

所
へ
送
り
ま
す
。
装
置
を
入
れ
替
え
る
ご

と
に
、
重
さ
15
㎏
以
上
の
自
動
大
気
採
取

明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
１
０
４
回

C
O
N
T
R
A
I
L
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

地
球
の
大
気
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
？

現
状
を
把
握
す
る

観
測
装
置
を
取
り
付
け
る
に
は
？

装
置
２
箱
を
、
航
空
機
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル

や
エ
ア
ホ
ー
ス
と
接
続
し
直
し
ま
す
。
整

備
士
２
人
が
か
り
の
作
業
で
す
。

　

長
ら
く
観
測
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
た
航
空
機
の
退
役
予
定
に
伴
い
、
２
０

２
１
年
か
ら
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
型
機
の

数
機
に
、
新
し
く
観
測
装
置
を
取
り
付
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
鮮
な
外
気
を
採
取
で
き
る
観
測
装
置

を
設
置
す
る
に
は
、
航
空
機
自
体
の
改
修

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
航
空
機
の
開
発
元
で
あ
る
ボ
ー

イ
ン
グ
と
、
設
計
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

で
す
。
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
、
新
鮮
な

外
気
が
取
れ
る
、
し
か
も
装
置
の
交
換
作

業
が
し
や
す
い
改
修
を
目
指
し
、
山
積
み

の
課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま

す
。
観
測
装
置
も
、
新
機
体
に
あ
わ
せ
て

ジ
ャ
ム
コ
が
設
計
し
直
し
ま
す
。

　

新
し
い
観
測
装
置
で
航
空
機
搭
載
の
承

認
が
取
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
Ｊ
Ａ
Ｌ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
航
空
機
の
大
掛
か
り
な

改
修
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

改
修
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
地
上
で
の

作
動
試
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
安

全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
初
め
て
、
就
航
と
な
る
の
で
す
。

「
今
は
毎
週
ボ
ー
イ
ン
グ
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技

術
部
、
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の

野
呂
太
一
。

「
７
８
７
型
機
は
、
こ
れ
ま
で
観
測
装
置

を
搭
載
し
て
き
た
航
空
機
と
は
、
機
体
シ

ス
テ
ム
の
設
計
か
ら
全
く
異
な
り
ま
す
。

最
新
技
術
を
搭
載
し
た
、
世
代
の
違
う
航

空
機
で
す
か
ら
、
前
回
と
同
様
に
と
は
い

き
ま
せ
ん
」「
そ
れ
で
も
こ
の
改
修
を
必

ず
成
功
さ
せ
、CO

N
T

RA
IL

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
強
い
思
い
で

業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
」

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
か
ら
も
、
環

境
課
題
の
解
決
に
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊英語で飛行機雲の意。Comprehensive Observation Network for Trace gases by Airlinerの略称。

「減便下でも大気観測を継続で
きるよう、観測装置の搭載計画
には常に配慮しています」と語
るのはJALエンジニアリング技
術部の前田素

もと

規
き

。新型コロナ
ウイルスの感染拡大を受けて減
便や機材変更が続くなか、研究
者からの「この緯度・経度・高度
の大気を」というリクエストに応
え、また可能な限り多くの記録を
取るため、沖縄（那覇）や札幌
（新千歳）といった長距離の定
期旅客便、貨物チャーター便も
活用し、機体や整備士、部品な
どの調整を続けています。

JALエンジニアリング技術部の
野呂（右）と、前田（左）。

コロナ禍における
大気観測

機
体
の
改
修
に
取
り
組
む

1.CONTRAILプロジェクトロゴ入り特別塗装機（ボーイング777-

200 ER型機・退役済み）。 2.『JAL工場見学～SKY MUSEUM

～』に展示されている自動大気採取装置。 3.4.今年5月に行わ
れたジャムコとの実機検証。ボーイング787型機に観測装置を
運び込み（写真3）、貨物室内での位置などを確認（写真4）。CO2濃度連続測定装置

4 3 2 1

2019 20152021 2017 大気観測プロジェクトの主な歩み

第40回環境賞 優秀賞・
環境大臣賞 受賞、
日韓国際環境賞 受賞

CONTRAIL＊

プロジェクト
スタート

自動観測装置搭載、
継続的大気観測
スタート

大気観測
プロジェクト
始動（東北大学）

199320052013 1984

自動大気採取装置

Forward Cargo Compartment

ボーイング787型機の
改修プロジェクトスタート

地球温暖化防止活動 

環境大臣表彰 国際貢献部門 受賞
日本オープンイノベーション
大賞環境大臣賞 受賞

地球環境大賞 

特別賞 受賞
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